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特集

■一部変更になることもあります

編集後記
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さまざまな立場からの国試対策
国家試験対策を学校としてどう進めるか　　柴田淑子
初めての国家試験を体験して─国家試験支援室の活用　　森　圭子，三井明美
定時制進学コースにおける国試対策　　大東佐枝美
学生の自主的な取り組みとしての国試対策　　宮堀真澄
【焦点】
伊藤暁子先生に聞く─厚生省看護研修研究センターが果たした役割　　伊藤暁子
【新連載】
沖縄から漕ぎ出す「島しょ保健看護学」の船出・1　　野口美和子，大湾明美
【連載】
実習の経験知　育ちの支援で師は育つ・3　　新納美美
EPA看護師候補者との 3年間・4　　尾形直子
授業設計　母性看護学における看護課程・4（最終回）　　平原春美他
ナイチンゲール伝・5　　茨木　保
学生の目　教員のまなざし・11　岩手県立二戸高等看護学院
「教え方の本」を読む！・11　　朝倉真弓
やっぱり，私は看護師だった・11　　那須あい
Mail From USA─『JNE』を読み，世界の看護教育の流れを知る・31　　杉本敬子

●看護界積年の願いでありながら，15年前はもちろん何度か好
機があったにも関わらず，准看制度廃止と資格統合は未だに実
現の目処すら見えません。それどころか，看護師のハイレベル
なオプション資格にばかり目が奪われ，今そこにある准看護教
育の現状には十分な注意が払われていないようにすら感じられ
ます。もちろん，「看護教育」唯一の専門誌である弊誌も，その
非難からは逃れられません。●実際，大学が 200校を超えた今，
准看に興味を示さない，というより存在すら知らない若い看護
師も，もはや珍しくありません。が，何事もそうですが，「無
知は差別につながります」。これからさまざまな現場で働く学
生たちのためにも，看護教員自身が准看教育に常に気を留めて
おき，同じ教育者として協力し合える関係を生み出すことこそ
が，問題解決につながると思うのです。 …大野

●「准看護師が日本で設けられている背景には，戦後の看護師
不足に対応するための暫定措置という性格がある」（Wikipedia
より）。戦後というのは第二次世界大戦の後のことでしょうか
ら，かれこれ 60年以上が経過している計算になります。ずい
ぶんと長続きする暫定措置があったものです。●「暫定税率」と
いい，放射性物質の「暫定基準値」といい，“暫定”という言葉は
何かと物議をかもす役回りなのかもしれません。●先日取材し
た日本看護学教育学会では，「看護の専門職性を高める看護学
教育」をテーマに，あちこちで白熱の議論が繰り広げられてい
ました。しかし，私の知る限りでは准看教育を表立って取り上
げた演題はありませんでした。年々その規模は縮小しているも
のの，まだまだ准看制度は健在です。本特集をきっかけに，今
一度この問題について考えていただければと思います。 …加藤
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